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（7月31日） 人口 前月比 出生 死亡 転入 転出
男 7,746 ー3 男 6 13 18 14
女 8,486 ー17 女 2 17 14 16
計 16,232 ー20 計 8 30 32 30

世帯数 8,281 ー14 （7月中の届出）

窪川地域 11,517人　大正地域 2,244人　十和地域 2,471人

適正値（mg/ｌ）
リン酸
硝　酸

アンモニウム
アニオン活性剤

化学的酸素要求量

調査：大正（吾川）
資料：四万十高校自然環境部

井
川
か
ら
国
道
３
８
１
号
を
西
へ
走

る
。
上
岡
、
下
岡
と
過
ぎ
る
と
抜
水

橋
が
あ
り
、
希
ノ
川
へ
の
標
識
が
見
え
る
。

こ
の
抜
水
橋
あ
た
り
を
含
め
、
抜
水
橋
を

渡
っ
た
向
こ
う
岸
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
南
下

し
た
地
区
が
希
ノ
川
で
あ
る
。
地
区
を
さ
ら

に
南
下
す
る
と
程
な
く
峠
に
差
し
か
か
る
。

こ
の
峠
の
向
こ
う
は
中
村
の
片
魚
で
、
希
ノ

川
地
区
か
ら
は
30
分
と
か
か
ら
な
い
。
そ
の

よ
う
な
位
置
に
あ
る
の
で
、
昔
か
ら
片
魚
と

の
交
流
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
養
子
縁
組
、
婚

姻
な
ど
、
両
地
区
の
つ
な
が
り
は
深
い
。

　

平
成
の
大
合
併
で
四
万
十
町
と
な
る
に
あ

た
っ
て
、そ
れ
ま
で
の「
四
手
ノ
川
」か
ら「
希

ノ
川
」
に
改
名
し
た
。
戦
国
期
の
記
録
に
は

す
で
に「
四
手
川
村
」「
四
手
河
村
」「
川
津
村
」

「
四
手
ノ
村
川
津
村
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
も
そ
も
は
「
上
岡
四
ヶ
村
（
上
岡
、

下
岡
、
四
手
ノ
川
、
瀬
里
）」
の
ひ
と
つ
で
、

上
岡
村
庄
屋
の
支
配
下
で
あ
る
名
元
が
置
か

れ
て
い
た
。

　

打
井
川
な
ど
と
同
じ
く
、
希
ノ
川
の
抜

水
橋
の
下
に
も
、
以
前
は
沈
下
橋
が
あ
っ
た
。

沈
下
橋
が
で
き
る
前
は
、
こ
れ
も
他
の
地
域

同
様
、
住
民
が
交
代
で
「
舟
番
」
を
務
め
る

「
渡
し
」。
住
民
た
ち
に
と
っ
て
積
年
の
念

願
だ
っ
た
沈
下
橋
は
、
昭
和
26
年
、
住
民
た

ち
が
費
用
を
出
し
合
う
と
い
う
形
で
完
成
し

た
。
あ
と
7
〜
8
年
待
て
ば
、
県
か
ら
費

用
が
出
た
の
だ
と
い
う
が
、
そ
れ
を
待
て
な

か
っ
た
く
ら
い
、
住
民
の
「
橋
待
望
論
」
が

強
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

こ
の
橋
は
、そ
の
よ
う
な
建
設
の
経
緯
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
で
き
る
だ
け
無
駄
を
省
い

た
。
こ
れ
が
当
時
の
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
み

を
生
ん
だ
。
橋
桁
の
根
本
周
辺
に
「
鉄
筋
の

隙
間
」
が
い
く
つ
か
あ
り
、
こ
こ
に
魚
が
集

ま
っ
た
の
だ
そ
う
だ
。
当
時
の
子
ど
も
た
ち

は
夢
中
に
な
っ
て
魚
を
獲
っ
た
と
い
う
。
そ

ん
な
沈
下
橋
も
他
の
例
に
漏
れ
ず
、
抜
水
橋

建
設
の
条
件
と
し
て
撤
去
さ
れ
た
。
昭
和
56

年
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
頃
の
子
ど
も
た
ち
の
通
学
は
、
国
道

か
ら
は
バ
ス
で
あ
っ
た
。
こ
の
バ
ス
の
通
過

時
刻
が
7
：
05
。
朝
早
過
ぎ
て
、
冬
場
は

特
に
難
儀
し
た
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
雨
の

日
な
ど
は
、
普
段
自
転
車
で
通
学
、
通
勤

す
る
人
も
利
用
す
る
た
め
大
混
雑
。
積
み

残
し
が
出
る
の
で
急
遽
、
臨
時
の
バ
ス
が
出

動
す
る
と
い
う
事
態
が
頻
発
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
希
ノ
川
地
区
に
は
国
有
林
が

あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
藩
政
時
代
の
「
御
留
山
」

で
あ
る
。
良
質
の
木
材
を
有
す
る
山
と
し
て

指
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
現
在
は
町
有

林
に
な
っ
て
い
る
こ
の
山
に
、
そ
れ
は
そ
れ

は
立
派
な
杉
の
大
木
が
あ
っ
た
。
こ
の
杉
の

切
り
株
は
「
大
人
が
寝
て
も
足
が
出
な
い
く

ら
い
の
直
径
だ
っ
た
」
と
い
う
。

　

地
区
の
産
土
神
は
、
菅
原
道
真
を
祀
る

天
満
宮
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
の
集
会
所
の

南
１
０
０
ｍ
辺
り
に
あ
っ
た
茶
堂
が
、
今
は

集
会
所
に
移
さ
れ
て
い
る
。

打

戦後すぐ、住民が集まって天満宮前で撮られた写真。「天
満宮は変わらないけれど、人の数がね〜」と地区の方。

長雨により

調査休止


